
          

千
年
地
区
の
現
状 

 

自
治
協
議
会
が
発
足
し
て
三
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、「
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
千

年
」
を
目
指
し
て
様
々
な
取
組
を
し
て

き
ま
し
た
。 

こ
の
地
域
に
は
古
墳
時
代
中
期
か
ら

後
期
に
築
造
さ
れ
た
、
首
長
の
墓
で
あ

る
若
宮
古
墳
群
（
月
岡

つ
き
の
お
か

古
墳
、
塚
堂

つ
か
ん
ど
う

古

墳
、
日
岡

ひ
の
お
か

古
墳
）
が
あ
り
、
月
岡
古
墳

の
出
土
品
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
区
は
歴
史
の

あ
る
地
域
で
す
。
こ
の
地
域
で
も
少
子

高
齢
社
会
・
核
家
族
化
の
動
き
が
進
み
、

地
域
の
共
生
力
を
弱
体
化
さ
せ
て
い
ま

す
。 千

年
地
区
は
、
一
部
の
地
域
で
宅
地

化
が
進
み
、
市
内
十
一
地
区
の
中
で
二

番
目
に
人
口
世
帯
数
が
多
い
地
区
で
す
。

し
か
も
、
行
政
区
未
加
入
の
問
題
な
ど

課
題
も
山
積
し
て
い
ま
す
。 

  

           

今
年
度
は
、
千
年
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
前
の
通
学
路
（
歩
道
と
車
道
）

が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
千
年

小
学
校
児
童
や
千
年
保
育
園
児
等
が
安

全
に
通
学
・
通
園
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 

     

             

さ
ら
に
、
自
治
協
議
会
で
は
区
長
会

の
組
織
強
化
を
行
い
、
役
員
体
制
も
副

会
長
に
区
長
会
と
女
性
代
表
等
充
実
を

図
り
組
織
改
革
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

  

今
後
の
課
題 

 

地
域
活
動
の
担
い
手
づ
く
り
の
た
め

の
人
材
育
成
、
世
代
間
の
交
流
等
課
題

が
あ
り
ま
す
。 

具
体
策
の
一
つ
と
し
て
、
各
行
政
区

の
子
ど
も
会
の
指
導
者
育
成
を
目
指
し

青
少
年
育
成
委
員
や
子
ど
も
会
役
員
等

の
研
修
会
を
10
月
に
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
を
通
し
て
各
行
政
区
に
子

ど
も
会
組
織
推
進
と
充
実
を
図
り
ま
し

た
。 平

成
27
年
度
の
地
域
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
る
と
、
千
年
地
区
で
は
「
安
心
し

て
生
活
で
き
、
健
康
で
ふ
れ
あ
い
や
支

え
合
い
、
子
ど
も
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」

を
求
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が

地
域
の
活
動
の
拠
点
に
は
、
ま
だ
な
り

え
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
役
員
等
以
外

の
市
民
が
気
軽
に
集
え
る
対
策
を
講
じ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
校
区
の
人
々

が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
集
い
地

域
づ
く
り
を
共
に
考
え
、
活
動
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

   

             

                   

●
問
合
せ 

市
民
協
働
推
進
課 

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
支
援
係
℡
７
５
～
４
９
８
２ 

自
治
協
議
会
が 

元
気
な
地
域
づ
く
り
の 

‘
今
’
を
発
信 

 

千
年
地
区 

 

（№８） ▲コミュニティセンター前の歩道等整備工事 

▲今年７月には千年小４～６年生 24 人

が３泊４日の通学合宿で生活体験（ハ

ンバーグづくりに挑戦する児童たち） 

▲地域の和と交流を深め、健康や福祉の推

進を図る「福祉コスモスまつり」 

［今年度は 11 月 26 日（日）開催予定］ 


